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図 無除草区（A1）と慣行除草区（A2）におけるオオアトボシアオゴミムシ成虫の捕獲個体数

矢印の白は機械除草，点線は除草剤散布を示す．ピットフォールトラップは４～６mの間隔で両区の樹幹元に10か所ずつ設置
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図 無除草区と機械除草区の下草におけるカブリダニ類とナミハダニの捕獲個体数

矢印は機械除草を示す．１週間毎に各区の12区画（１区画１×１m）をクリーナーで採集した総捕獲数の区画当たり平均値
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図 無除草区と機械除草区のリンゴ樹上におけるカブリダニ類とナミハダニの捕獲個体数

矢印は機械除草を示す．５～９月に各区の12樹から，20葉ずつ採集した総捕獲数の１樹当たり平均値．
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無除草による 
温湿度の安定した生息環境の形成 

草の有無で，温度条件が大きく異なる 

サーモグラフ 

下草の効果 



温湿度の安定した生息環境の形成 
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図 リンゴ園のクローバー導入区と除草区における地表の温度と湿度の

変化［2011年７月22日（晴れ）の10～16時まで，10分毎に計測］
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３．下草の効果 



葉厚く，広い 
葉脈太い 

カブリダニが好む構造 (Walter 
1996; Kawasaki et al. 2009) 

紫外線の悪影響 (Onzo et al. 
2003; Ohtsuka and Osakabe 
2009)からのリフュージ 

カブリダニ 
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オオバコ花粉を餌としたミチノクカブリダニの飼育 
(容器 (Kishimoto 2005)に♀10頭, 21°C, 70%RH, 14日間,7組)  
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無除草のリンゴ園における下草の開花時期（■, 2010） 

下草種 5月13日 5月27日 6月11日 6月25日 7月8日 7月23日 8月5日 8月18日 9月2日 9月17日 9月30日

イヌタデ

オオイヌノフグリ

オオバコ

オランダミミナグサ

カタバミ

カラスビシャク

ギシギシ

シロクローバー

コナスビ

スズメノカタビラ

タチイヌノフグリ

タチツボスミレ

タネツケバナ

ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ

ツメクサ

ナズナ

ハコベ

ハルジオン

ヒメジオン

ヒメムカシヨモギ

ヘビイチゴ

ムラサキサギゴケ

メヒシバ



0

20

40

60

80

100
無除草 除草

平

均

花

粉

数

5               6                     7                   8                       9月

図 リンゴ樹に設置した粘着トラップに付着した花粉数の季節変化（2014）

下草の効果 





下草が繁茂すると景観が悪く，作業の邪魔にもなる 



下草種によって景観が大きく異なる 



シロクローバーTrifolium repens L. 
多年生で、草丈が15～20cmと低く、耐寒性、耐暑性、耐踏圧性に
優れ、耐乾性、耐酸性、耐病性、耐陰性も高く、発芽・初期生育が
良好 



種子・肥料散布器によるシロクローバーのは種 
（４月中旬） 



シロクローバーを導入したリンゴ園
（は種２か月後） 



除草剤の散布 
（秋冬期） 



播種３か月後（７月下旬） 
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図－1 異なる管理のリンゴ園におけるカブリダニとナミハダニの発生消長 (2012)
天敵保護管理は継続４年目．数値は12樹調査の１樹（20葉）当たり平均寄生数



今後の課題 
 

オオバコ等カブリダニに有用な 
下草を優占させる技術開発 


